
ベスカ株式会社

Seeds
ハウス電子マネーソリューション

手ぶらで出かけよう
財布のない世界、 Vescaから拡がります。



1． 注目の決済サービス 「ハウス電子マネー」



なぜ今「ハウス電子マネー （プリペイド方式）」なのか？

政府
キャッシュレス推進

キャッシュレス決済の
デメリット認識　

ハウス電子マネー
再注目

新型コロナウイルス

● コストの低減（利益率向上）
● キャッシュレス手段の追加

● 資金繰りの改善（前入金）
●リピート客の囲い込み

注目ポイント

キャッシュレス還元事業により普及活動拡大
・2018 年キャッシュレス比率　約 18％　・2025 年に 40％を目標

キャッシュレスの普及で課題が浮き彫りに
・加盟店手数料が負担に（3％内外の粗利減）・資金繰りが悪化（入金サイクル）

多岐にわたる業種の店舗からの要望
・スーパーマーケット　
・ホームセンター、美容院 etc

コロナ禍による店員との非接触要求が高まる
※現金だけでなく、カードの手渡しも NG

・キャッシュレス化の更なる加速
・セルフ会計機の需要の急拡大

POS 連動ソリューション
希望企業数の急拡大

ハウス電子マネーサービス
の問い合わせ急増



ハウス電子マネーとは、あらかじめ現金をチャージしておき、残高金の範囲内で
商品・サービスの購入ができるサービス

店舗専用サービスのため
顧客を囲い込める

チャージ機能を利用して
繰り返し利用できる

ご利用金額に応じて
特典がもらえる

他のキャッシュレス決済に比べ
コストが安い

前払い式のため資金繰りが改善

万全のセキュリティサービスを
備えているため安心

あらかじめチャージした残高の
範囲内でのご利用になるので
使いすぎの心配がない

利用者

加盟店

ハウス電子マネーの特徴・メリット

注目の決済手段 「ハウス電子マネー」



後払い

前払い

汎
用
系

専
用
系

ハウス電子マネー
発行する店舗専用の
販促ツールとして活用

クレジットカード
与信による後払い決済
世界の様々な店で使える

QR コード決済
対応店舗なら
どこでも使える汎用決済

電子マネー
（Suica･楽天 Edy 等）
国内の様々な店で使える

ハウス電子マネーは「前払い」「専用系」という特徴に加え、割安な決済手数料を活かし
利用者へ特典として還元する等、効果的な販促ツールとしても利用可能

他のキャッシュレス決済との違い



2. ハウス電子マネーが新たな
収入を生むツールになる



Seeds ハウス電子マネーソリューション

新たな収入を生む、スマホ決済時代のハウス電子マネー

特長① 特長② 特長③

利便性とセキュリティを
兼ね備えたスマホ時代の

ハウス電子マネー

大きな改修なく既存の
システムにアドオン可能

最短 1 ヶ月のスピード導入

スマホカード POS 連携 最短 1ヶ月で導入

各
種
設
定

導
入
確
定

運
用
開
始

約1ヶ月

POS



サービス導入のメリット（加盟店）

ハウス電子マネー
固有メリット

店舗専用サービスによる
顧客囲い込み

資金繰り改善

決済手数料負担の
軽減

Ｓｅｅｄｓ固有メリット

POS 連携により既存システムに
そのままアドオンできるため

導入コストが軽くスピーディーに導入可能

導入し易い（コスト・期間）

LINE 会員証や LINE ミニアプリ
独自アプリ、EC との連携が可能

会員管理機能との連携も可能

幅広い拡張性（オプション）
従来の従量課金に加え、定額利用料金の

選択が可能となり、導入規模や取扱金額により
コストのかからない選択が可能

選べる利用料金

カード印刷費・管理コスト不要
スマホカードのため

プラスチックカード特有の
コストが不要



サービス導入のメリット（POSベンダ様）

既存決済に加わるため新しい収入源

=

リカーリング収入拡大が期待できる

従来の導入方法 POS 側での接続開発または専用端末の導入が必要で時間とコスト負担大

自社サービスのアドオン機能として他社と差別化したセールスができる

加盟店の負担なく、POS ベンダ主導で
短期間かつ簡単に導入可能という提案ができる

・キャッシュレス決済手段の追加
・決済端末、POS 連動で実現
・既存の連携モジュールで対応可能

差別化の
ポイント

クレジットカード

電子マネー

コード決済

クレジットカード

電子マネー

コード決済

ハウス
電子マネー



3． サービス詳細



スマホカード

店舗に掲示した QR コードから登録、会員証バーコード ( カード ID) を表示
審査不要・無記名式の手軽なスマホ時代のハウス電子マネーサービス

機　能

・会員証発行 ( カード ID 発行 )
・会員証表示 ( ワンタイムバーコード )
・利用規約表示
・利用履歴表示

・メールアドレス変更
・パスワード変更
・パスワード忘れ対応 ( パスワード再設定 )
・カードロック

ブラウザでアクセスし
メール・パスワードを登録

仮登録メール記載の
URL から本登録

ログインして
会員証表示店舗 QR 読み取り

STEP1　　登録開始 STEP2　　登録 STEP3　本人確認 STEP4　　登録完了



カード制作費用を削減

カード制作期間がないため、
より短期間での導入が可能

カード忘れや紛失が減少

スマートフォンを
カードの代わりに利用

プラスチックカードスマホカード

従来通りの
プラスチックカードも

追加利用可能

磁気カード

非接触
IC カード

バーコード
カード

NFC

スマートフォンでバーコードを表示してカードレスで決済が可能

スマホカード



万全なセキュリティ

キャッシュレス推進協議会の「コード決済に関する統一技術仕様ガイドライン【利用者提示型】」の
セキュリティ項目に従って実装された万全なセキュリティ

・アカウントのロック機能
・利用時のメール送信
・利用履歴確認
・カードロック機能

・デバイス確認
・2 段階認証
・ワンタイムバーコード

・メールアドレス必須 ・有効性確認実施

・海外アクセスの禁止

第三者による不正なログインや利用を
防ぐために、複数の機能を持たせることで、
より強固なセキュリティレベルを保持

確実な本人確認・認証を行い、
第三者によるなりすまし登録を防止

システム攻撃の主な攻撃元である海外からの
システムへのアクセスを禁止することで、
攻撃の可能性自体を軽減

利用登録時機能

利用時機能

アクセス



POSとの連携方法

①POS 接続のリーダーで読取
②決済端末へ連携（連携モジュール利用）

①POS から決済コマンドを決済端末に連携
　（連携モジュール利用）
②決済端末接続のリーダーで読取

① POS 接続のリーダーで読み取り ② 決済端末接続のリーダーで読み取り

スマホカード読み取りの POS 連携方法は２種類

利　　用：いずれの場合も、クレジット・電子マネー同様支払い手段を追加するのみで対応可能
チャージ：チャージコマンドの追加が必要（POS で現金管理を行う場合は POS で入金機能の追加が必要）

※Verifone 端末単独利用も可能
※POS からの直接連携や EC 連携も可能（オプション）

Seedsサーバー Seedsサーバー



機　能 画面イメージ

日次集計 巻末資料参照

月次集計 巻末資料参照

店舗別集計 巻末資料参照

カード発行枚数集計(使用中・未使用・ロック中等) 巻末資料参照

残高失効集計 巻末資料参照

カード利用履歴検索 

カード検索 

残高検索 巻末資料参照

CSVダウンロード 

管理ツールでの加減算処理 

カテゴリー

集　計

カード履歴

カード状態

データダウンロード

代行処理

ハウス電子マネー・ポイントカード情報の履歴照会や集計、期間限定サービスの設定、
カード取引のバッチ処理、端末の稼働状況の確認などを行なうことが可能

サービス詳細（管理ツール）



料金プラン

プラン名

WEB会員証

プラスチックカード制作

専用端末利用

メール配信（5万件/月）

メール配信拡張（100万件/月）

テスト環境提供

LINE公式アカウント連携

LINEミニアプリ連携

POS連携

EC・スマホアプリ連携

個別要件ヒアリング

機能説明

○

-

○

-

-

-

-

-

オプション

-

-

マニュアル提供のみ

スタンダードプラン

○

○

○

○

-

-

オプション

オプション

オプション

オプション

-

マニュアル提供のみ

プレミアムプラン

○

○

○

○

○

○

オプション

オプション

オプション

オプション

○

○

ライトプラン
会員管理ポイントハウス電子マネーポイントハウス電子マネーポイントハウス電子マネー

最短１ヶ月の
スピード導入パッケージ

スピーディーな導入と
カスタマイズも可能

全ての機能を組み合わせた
独自サービスを導入

ニーズに合わせた 3 プラン



ライトプランの価格（参考価格）

No.

1

2

単　位

社/月

台/月
ハウス電子マネー

種　類

基本利用料（企業単位）

端末利用料（定額課金）

品　名

　
　

備　考

20,000

3,000

参考価格

VPCM-001-01

VPCM-003-01

型　式

3-②.  サービス利用料金（基本利用料 + 端末台数定額課金タイプ）

No.

1

2

3

単　位

社

台

台

ハウス電子マネー

種　類

　
POSや Verifone端末ごとに必要

Verifone端末利用の場合必要

備　考

150,000

3,000

3,000

参考価格

VPC-001-01

VPC-002-01

VPC-003-01

型　式

1.  サービス初期費用

初期設定費用（企業単位）

初期設定費用（端末単位）

アプリケーションライセンス

品　名

No.

1
単　位

IDカードID
種　類

　
備　考

10
参考価格

VID-001-01
型　式

2.  カード・ID 関連初期費用

カードID発行費用
品　名

No.

1

2

単　位

社/月

取引額
ハウス電子マネー

種　類

　
　

備　考

20,000

1.00％

参考価格

VPCM-001-01

VPCM-002-01

型　式

3-①.  サービス利用料金（基本利用料 + 手数料課金タイプ）

基本利用料（企業単位）

入金処理手数料（従量課金）

品　名



導入に必要な事項

加盟店で用意する必要がある約款・利用規約はテンプレートを提供し、
スピーディーな導入を支援します。

ライトプラン導入に必要な事項は 5 項目のみ

① 基本情報

② カード設定

③ インセンティブ設定

項　目

企業名・担当者名・店舗情報（端末台数等）

残高上限・有効期限・チャージ単位

チャージ・還元

内　容

④ 管理ツールアカウント数

⑤ 約款・規約

通常は管理者1アカウント（複数アカウントも可）

-

※最終的な内容確定は各社で実施していただきます。



導入までのスケジュール

最短約１ヶ月で導入可能

※　ライト・スタンダードプランの場合
※　プラスチックカードを制作する場合、カードデザイン確定から 1.5 か月必要
※　カスタマイズやシステム連携を行う場合は、＋３～６ヶ月かかります。
※　導入形態やご要件によりスケジュールは異なります。

導入確定
発注 ( 申請書 ) 各種設定登録 サービス

運用開始

約1ヶ月



資金決済に関する法律が適用される発行者の条件

第三者型発行者

フランチャイズ店舗や加盟店で使用できる
前払式支払手段の発行者を「第三者型発行者」といいます。

無条件で法の適用を受けます
・内閣総理大臣に第三者型発行者の登録を受けた法人でなければ発行及び業務はできません。
※ 純資産額が１億円以上無ければ登録拒否となります。

直営店や議決権を５０％以上持つ子会社等密接な関係者で使用できる
前払式支払手段の発行者を「自家型発行者」といいます。

法の適用を受ける条件
・使用期間（有効期限）が発行の日から６ヶ月以上の前払式支払手段を発行している。
・基準日未使用残高が 1,000 万円を超えている。
※ 条件を満たさなければ、原則資金決済に関する法律の適用は受けません。

自家型発行者



お問い合わせ先

ベスカ株式会社 営業部　
担当 : 松原（まつばら）、鈴木（すずき）

〒106-0047 東京都港区南麻布 5-2-32 興和広尾ビル 6 階
TEL：03-5422-9211　　FAX：03-5422-9414

お問い合わせ先

sales-info@vesca.co.jp



参考資料



管理ツール　日次集計



管理ツール　月次集計



管理ツール　店舗別集計



管理ツール　残高失効集計



管理ツール　カード状態別残高集計




